
第 62代理事長 退任のご挨拶 

第 62 代理事長岡田 寧 

この度、第 62代理事長を任期満了に伴い退任する事になりました。  

 

在任中は、会員の皆様方には温かい御支援、御厚情を賜り深く感謝を申し

上げます。 

昨年、現役会員の皆様に御推薦いただき前理事長の津田氏より引き継ぎ、

戸惑いながらも 4 月より理事長としてスタートしました。 前期は創立 60

周年と節目の年であり、あわただしく過ぎていく充実した 1 年でありまし

た。前期を糧に創立 70 周年 80 周年と未来に向けて発展していくために私

の運営テーマとして「創造しよう、これからの青年クラブ」として掲げさ

せていただきました。 

 

役員の皆様を中心に魅力のある青年クラブを創造しながら理事会にて審議し、会員の皆様方に御賛同いただけるような

事業や活動を目指して運営してまいりました。 改めまして各事業に御参加、御協力いただきました皆様には感謝致し

ます。 

しかしながら、多々至らぬ点もあったと思いますので、この場をお借りしてお詫び申し上げます。 

現役会員の皆様方には、これからも積極的に事業に御参加いただき、魅力のある青年クラブを目指して運営にも参画し

ていただき、次世代を担う仲間と人間形成の場にして、様々な事に好奇心旺盛にチャレンジしてください。 

次代の要請は高度になっていきます。それに応えるためには、同じやり方・ルーティン・マンネリ ではいきません。

過去と違った行動やアプローチが必要です。 

新しい発想やチャレンジが求められる時は、自分の世界を広げ引出しを増やしていく必要があります。そのための原動

力となるものが好奇心だと思います。様々な事に興味を持ち、行動し、多くの人と出会い、たくさんの仲間を作ってく

ださい。 

その仲間と、たくさん学んでたくさん遊んでください。そこから好奇心を持ち新しい発見、出会い、気づき、を見つけ

て大阪菓業青年クラブの発展、ひいては家業の礎にしていただくことが私からのお願いです。  

 

最後になりましたが、1年間 理事長という重責を遂行できましたのも、ひとえに役員の皆様方、会員の皆様方の御協

力、御助言によるものと深く感謝致します。  

 

皆様方の、より一層の御発展を祈念いたしまして、理事長退任の挨拶と代えさせていただきます。  

 

大阪菓業青年クラブ 第 62 代理事長 岡田 寧 

 


